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問
題
の
所
在

　
犯
人
自
身
が
刑
事
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
自
己
隠
避
又
は
自
己
蔵
匿
（
以
下
原
則
と
し
て
蔵
匿
を
含
め
て
「
隠
避
」
と
い
う
。
）

を
し
た
り
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
す
る
行
為
が
犯
罪
を
構
成
し
な
い
こ
と
は
、
刑
法
の
法
文
か
ら
み
て
争
い
が

な
い
。
犯
人
隠
避
罪
（
刑
法
一
〇
三
条
）
は
、
「
罰
金
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
者
…
…
を
蔵
匿
し
、
又
は
隠
避
さ
せ
た
者
」

と
し
て
犯
人
を
客
体
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
犯
人
自
身
が
主
体
た
り
え
な
い
こ
と
は
構
成
要
件
上
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
証
拠

隠
滅
罪
（
同
法
一
〇
四
条
）
は
、
「
他
人
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
」
し
た
場
合
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
実
質
的
背
景
に
は
、
自
ら
逃
げ
隠
れ
し
、
自
分
の
刑
事
事
件
の
証
拠
を
隠
滅
す
る
こ
と
は
一
般
に
期
待
可
能
性
を
欠

き
責
任
が
な
い
と
す
る
考
慮
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
犯
人
自
身
が
自
ら
行
っ
た
正
犯
の
場
合
に
は
全
く
犯
罪
を
構
成
し
な
い
行
為
を
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
行
わ

さ
せ
た
場
合
に
も
、
犯
罪
を
構
成
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
、
又
は
自

己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
さ
せ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
犯
人
隠
避
罪
又
は
証
拠
隠
滅
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
す
る
の
か
否
か

に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
化
す
れ
ば
、
「
あ
る
犯
罪
の
正
犯
と
し
て
は
処
罰
さ
れ
な
い
者
を
、
そ
の
犯
罪
の
教
唆
犯

（
又
は
封
巾
助
犯
）
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
ど
の
範
囲
で
な
の
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
学
説
は
、
こ
れ
ら
の
罪
に
つ
い
て
教
唆
犯
の
成
立
を
肯
定
す
る
積
極
説
、
逆
に
教
唆
犯
の
成
立
を
否
定
す
る
消
極
説
、
犯
人
隠
避

罪
に
つ
い
て
は
教
唆
犯
の
成
立
を
否
定
し
、
証
拠
隠
滅
罪
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
二
分
説
と
に
分
か
れ
る
が
、
判
例
は
、
大
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審
院
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
一
貰
し
て
積
極
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
犯
人
に
よ
る
自
己
隠
避
又
は
証
拠
隠
滅
の
教
唆
を
ど
う
取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
犯
人
隠
避
罪
・
証
拠
隠

滅
罪
は
と
も
に
犯
人
庇
護
罪
と
し
て
の
性
格
を
合
わ
せ
持
ち
つ
つ
国
家
の
捜
査
・
審
判
及
び
刑
の
執
行
等
の
広
義
の
刑
事
司
法
作
用

を
侵
害
す
る
罪
で
あ
り
、
犯
人
自
身
が
自
己
隠
避
・
証
拠
隠
滅
を
し
て
も
罰
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
共
通
性
に
着
目
し
、
期
待
可
能
性

の
程
度
の
差
な
い
し
共
犯
論
（
実
行
従
属
性
の
有
無
）
と
の
関
係
と
い
う
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
同
一
の
処
理
を
す
る
と
い
う
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
近
時
は
、
両
犯
罪
類
型
の
本
質
、
構
成
要
件
の
実
質
的
分
析
を
基
礎
に
異
な
っ
た
取
扱
い
を

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
後
掲
の
よ
う
に
道
路
交
通
法
違
反
事
件

に
お
い
て
、
身
代
り
犯
人
と
し
て
自
首
さ
せ
た
事
案
で
、
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
の
成
立
を
認
め
た
最
高
裁
昭
和
六
〇
年
七
月
三
日

　
　
　
　
　
　
ハ
と

第
一
小
法
廷
決
定
に
お
け
る
谷
口
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
共
犯
の
違
法
性
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
論
点
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ら

は
や
論
義
も
つ
く
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
視
点
か
ら
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
犯
人
自
身
に
よ
る
自
己
隠
避
・
証
拠
隠
滅
の
教
唆
に
つ
い
て
の
学
説
及
び
判
例
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
う
え
で
、

谷
口
裁
判
官
の
反
対
意
見
を
一
つ
の
資
料
と
し
て
共
犯
の
違
法
性
を
正
犯
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
の
問
題
、
す
な

わ
ち
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
か
ら
す
る
法
的
処
理
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
問
題
の
処
理
に
関
連

し
て
刑
法
一
〇
五
条
が
親
族
に
よ
る
犯
人
隠
避
・
証
拠
隠
滅
行
為
に
つ
き
刑
の
任
意
的
免
除
の
余
地
を
認
め
て
い
る
の
で
、
犯
人
の

親
族
に
対
す
る
自
己
隠
避
・
証
拠
隠
滅
の
教
唆
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
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犯人による犯人隠避・証拠隠滅の教唆と共犯の処罰根拠論

（
1
）
　
小
松
　
進
「
犯
人
自
身
の
証
愚
浬
滅
の
教
唆
」
刑
法
の
争
点
（
新
版
）
一
七
八
頁
。

（
2
）
　
裁
判
集
（
刑
事
）
二
四
〇
号
二
四
五
頁
、
判
例
時
報
一
一
七
三
号
一
五
一
頁
。

（
3
）
　
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ
は
、
高
橋
則
夫
「
犯
人
に
よ
る
犯
人
隠
避
の
教
唆
」
法
学
教
室
六
五
号
七
四
頁
以
下
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
拙
稿
「
犯
人
に
よ
る
自
己
隠
避
の
教
唆
と
共
犯
の
処
罰
根
拠
」
東
洋
三
四
巻
一
・
二
号
一
七
頁
以
下
参
照
。

二
　
学
説
の
ス
ケ
ッ
チ

　
前
述
し
た
よ
う
に
積
極
説
、
消
極
説
及
び
二
分
説
の
三
説
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
比
較
的
最
近
ま
で
は
、
共
犯
独

立
性
説
か
ら
は
消
極
説
が
、
共
犯
従
属
性
説
か
ら
は
犯
人
に
教
唆
し
な
い
こ
と
の
期
待
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
積
極
説
・

消
極
説
の
い
ず
れ
か
に
結
論
が
分
か
れ
る
と
い
う
図
式
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
共
犯
独
立
性
説
に
よ
れ
ば
、

教
唆
行
為
も
実
行
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
隠
避
を
さ
せ
又
は
証
拠
隠
滅
を
さ
せ
た
場
合
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
よ

こ
れ
ら
の
罪
の
教
唆
犯
を
構
成
し
な
い
と
す
る
。
こ
の
説
の
背
後
に
あ
る
徴
表
説
で
は
、
犯
罪
は
行
為
者
の
危
険
性
の
発
現
で
あ
り
、

自
ら
実
行
し
よ
う
と
、
人
を
教
唆
し
て
実
行
さ
せ
よ
う
と
、
行
為
者
の
危
険
性
の
発
現
の
点
で
本
質
的
な
区
別
が
な
く
、
し
た
が
っ

て
正
犯
た
り
え
な
い
犯
人
は
、
共
犯
と
も
な
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
共
犯
従
属
性
説
の
立
場
に
立
っ
た
う
え
積
極
説
を
採

る
立
場
は
、
犯
人
自
身
に
よ
る
犯
人
隠
避
行
為
や
証
拠
隠
滅
行
為
は
定
型
的
に
期
待
可
能
性
が
な
い
か
ら
不
可
罰
で
あ
る
が
、
他
人

を
教
唆
し
て
こ
れ
を
行
わ
さ
せ
る
こ
と
は
自
ら
行
う
の
と
は
情
状
を
異
に
し
、
も
は
や
定
型
的
に
期
待
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な

パ
ヱい
と
す
る
の
に
対
し
、
消
極
説
は
、
右
の
行
為
も
犯
人
に
よ
る
防
禦
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
っ
て
期
待
可
能
性
が
な
い
と
す
る
。

4
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そ
れ
ゆ
え
、
共
犯
独
立
性
説
と
消
極
説
、
共
犯
従
属
性
説
と
積
極
説
と
は
必
ず
し
も
対
抗
関
係
に
は
な
く
、
積
極
説
も
消
極
説
も
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
独
自
の
理
由
づ
け
を
主
張
す
る
。

　
1
　
積
　
極
　
説

　
一
　
教
唆
と
は
、
犯
罪
を
犯
す
意
思
の
な
い
者
に
特
定
の
犯
罪
を
犯
す
意
思
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
教
唆
犯
に

は
、
他
人
の
行
為
を
利
用
し
て
犯
罪
を
実
現
す
る
と
い
う
反
社
会
性
の
ほ
か
、
教
唆
に
よ
り
人
を
堕
落
さ
せ
新
し
い
犯
罪
人
を
つ
く

り
出
す
と
い
う
反
社
会
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
自
身
が
す
れ
ば
犯
罪
と
な
ら
な
い
行
為
で
も
、
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

避
又
は
証
拠
隠
滅
を
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
教
唆
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
に
つ
い
て
の

責
任
共
犯
説
（
堕
落
説
）
に
よ
る
根
拠
づ
け
と
い
え
よ
う
。

　
二
　
「
正
犯
と
し
て
の
期
待
可
能
性
」
と
「
共
犯
と
し
て
の
期
待
可
能
性
」
は
同
一
で
は
な
く
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
他
人
を
巻

き
添
え
に
す
る
こ
と
の
期
待
可
能
性
の
有
無
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
は
、
一
般
的
に
は
期
待
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
、
教
唆
犯
が
成
立
す
る
と
す
る
。

　
三
　
犯
人
隠
避
罪
は
、
対
向
犯
の
う
ち
、
蔵
匿
・
隠
避
す
る
行
為
の
み
が
処
罰
さ
れ
、
こ
れ
に
対
向
す
る
蔵
匿
・
隠
避
さ
れ
る
行

為
が
処
罰
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
般
に
対
向
犯
の
う
ち
、
一
方
の
行
為
が
処
罰
さ
れ
片
方
の
行
為
が
処
罰
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
処
罰
さ
れ
て
い
な
い
方
の
行
為
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
行
為
に
と
り
必
要
な
程
度
の
も
の
の
と
き
に
限
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
た
場
合
に
は
、
犯
人
蔵
匿
・
隠
避
と
い
う
行
為
の
程
度
を
超
え
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
し
、
対
向
犯
の
関
係
に
な
い
証
拠
隠
滅
罪
の
教
唆
犯

5
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も
可
罰
的
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
2
　
消
　
極
　
説

　
一
　
犯
人
が
他
人
と
一
緒
に
な
っ
て
、
隠
避
又
は
証
拠
隠
滅
の
実
行
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
共
同
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
積
極
説
に
よ
れ
ば
、
犯
人
が
他
人
と
共
同
し
て
実
行
行
為
を
し
て
も
罰
せ
ら
れ
な
い
の
に
、
二
歩
退
い
て
他
人
と
協

力
実
行
す
る
に
至
ら
ず
、
た
だ
他
人
を
教
唆
し
て
実
行
さ
せ
る
場
合
に
は
卒
然
と
し
て
責
任
を
負
荷
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
か
に
も

　
　
　
　
な
レ

奇
異
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
二
　
犯
人
が
犯
人
隠
避
罪
又
は
証
拠
隠
滅
罪
を
正
犯
と
し
て
は
行
い
え
な
い
が
教
唆
と
し
て
行
い
う
る
と
解
す
る
の
は
妥
当
で
は

な
い
。
犯
人
自
身
が
自
ら
を
隠
避
し
又
は
証
拠
隠
滅
を
行
っ
て
も
、
他
人
を
教
唆
し
て
実
行
さ
せ
て
も
刑
事
司
法
作
用
を
妨
害
す
る

と
い
う
意
味
で
は
法
益
侵
害
の
程
度
は
原
則
と
し
て
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
人
が
行
う
よ
り
他
人
を
介
す
る
教
唆
の
方
が
法
益

侵
害
が
よ
り
間
接
的
で
あ
り
そ
の
犯
罪
性
は
正
犯
よ
り
軽
い
か
少
な
く
と
も
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
極
説
で
は
そ
の
逆
と

　
　
　
　
　
パ
ヱ

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
を
正
犯
者
の
行
為
を
通
じ
て
正
犯
者
と
と
も
に
法
益
侵
害
を
惹
起
す
る
点
に
求
め
る

惹
起
説
（
因
果
的
共
犯
説
）
の
立
場
か
ら
、
正
犯
と
し
て
責
任
を
欠
く
者
は
、
共
犯
と
し
て
も
責
任
を
欠
く
と
い
う
立
論
と
い
え
よ

・
つ
。

　
三
　
犯
人
隠
避
罪
・
証
拠
隠
滅
罪
に
お
い
て
、
「
犯
人
」
・
「
被
告
人
」
と
い
う
の
は
期
待
可
能
性
の
不
存
在
を
理
由
に
責
任
が
阻

却
さ
れ
る
一
種
の
責
任
阻
却
身
分
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
責
任
阻
却
身
分
を
有
す
る
者
が
非
身
分
者
の
行
為
に
加
功
し
た
と

き
は
、
非
身
分
者
に
犯
人
隠
避
罪
・
証
拠
隠
滅
罪
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
責
任
は
個
別
的
に
作
用
す
る
か
ら
責
任
の
な
い
身
分
犯

6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

（
教
唆
犯
）
は
や
は
り
不
可
罰
で
あ
る
。

　
3
　
二
　
分
　
説

　
犯
人
蔵
匿
罪
は
、
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
る
者
と
蔵
匿
・
隠
避
さ
れ
る
犯
人
の
両
者
を
必
要
な
成
立
要
件
と
し
て
い
る
犯
罪
で
あ
る
が
、

法
は
前
者
に
つ
い
て
の
み
処
罰
規
定
を
置
い
て
後
者
を
不
可
罰
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
対
向
的
必
要
的
共
同
正
犯
の
場
合
と

同
様
に
犯
人
の
教
唆
行
為
は
犯
罪
を
構
成
し
な
い
が
、
証
拠
隠
滅
罪
に
つ
い
て
は
右
の
よ
う
な
関
係
が
な
い
の
で
、
教
唆
行
為
は
可

罰
的
で
あ
る
．

東洋法学

21
（
3
）

（
4
）765

　
木
村
亀
二
「
刑
法
各
論
」
三
一
四
頁
等
。

　
団
藤
重
光
「
刑
法
綱
要
各
論
」
（
改
訂
版
）
八
八
頁
、
大
塚
　
仁
「
刑
法
各
論
」
（
下
巻
）
六
三
五
頁
、
福
田
　
平
「
刑
法
各
論
」

（
全
訂
版
）
五
〇
頁
、
香
川
達
夫
「
注
釈
刑
法
（
3
）
」
一
二
二
頁
、
藤
木
英
雄
「
刑
法
講
義
各
論
」
四
三
頁
等
。

　
江
家
義
男
「
刑
法
各
論
」
（
増
補
版
）
四
五
頁
。
な
お
、
江
家
博
士
は
独
自
の
一
つ
の
共
犯
独
立
性
説
を
採
っ
て
い
た
こ
と
は
良
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　
内
田
文
昭
「
刑
法
各
論
」
（
第
三
版
）
六
五
二
頁
。
も
っ
と
も
、
内
田
教
授
は
、
「
他
人
を
巻
き
添
え
に
す
る
こ
と
」
も
、
事
情
上
や

む
を
え
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も
あ
り
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
「
共
犯
と
し
て
の
期
待
可
能
性
」
一
般
に
妥
当
す
る
の
で

は
な
し
に
、
「
行
為
者
標
準
説
」
的
見
地
に
た
っ
て
、
正
犯
・
共
犯
の
区
別
を
問
わ
ず
、
個
々
具
体
的
に
限
界
状
況
の
有
無
を
検
討
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
導
か
れ
る
帰
結
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
前
掲
六
五
三
頁
。

　
佐
伯
千
籾
「
刑
法
各
論
」
（
新
訂
版
）
三
一
頁
。

　
植
松
　
正
「
刑
法
概
論
H
」
（
全
訂
版
）
五
七
頁
。

　
平
野
龍
一
「
刑
法
概
説
」
二
八
五
頁
。
滝
川
春
雄
・
竹
内
　
正
「
刑
法
各
論
講
義
」
四
〇
八
頁
等
。
な
お
、
川
端
教
授
は
、
犯
人
の

庇
護
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
直
接
、
犯
人
み
ず
か
ら
行
お
う
が
、
他
人
を
介
し
て
行
お
う
が
、
人
間
の
至
情
の
発
露
に
お
い
て
本
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質
的
な
差
異
は
な
い
と
さ
れ
る
。
川
端
　
博
「
基
本
論
点
刑
法
」
二
七
〇
頁
。

（
8
）
　
曽
根
威
彦
「
犯
人
蔵
匿
・
証
拠
隠
滅
・
偽
証
の
共
犯
」
刑
法
各
論
の
重
要
問
題
三
三
四
頁
。

（
9
）
　
鈴
木
享
子
「
犯
人
に
対
す
る
犯
人
隠
避
教
唆
罪
の
成
立
」
警
察
研
究
三
三
巻
四
号
一
三
五
頁
。
な
お
、
犯
人
隠
避
罪
が
必
要
的
共
犯

　
　
の
一
類
型
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
鈴
木
教
授
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
う
え
で
、
犯
人
に
よ
る
教
唆
行
為
を
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る

　
　
と
解
す
る
の
に
対
し
、
団
藤
博
士
は
、
犯
人
の
存
在
は
定
型
的
で
あ
る
が
、
蔵
匿
・
隠
避
し
て
く
れ
と
い
う
犯
人
の
行
為
は
定
型
的
で

　
　
な
い
と
し
て
、
必
要
的
共
犯
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
前
掲
書
四
〇
七
頁
。

三
　
判
例
の
ス
ケ
ッ
チ

　
一
　
犯
人
に
よ
る
自
己
隠
避
の
教
唆
　
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
た
場
合
、
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
す

る
と
す
る
こ
と
で
喜
目
ハ
し
て
い
る
。
犯
人
の
身
代
り
と
し
て
捜
査
機
関
に
出
頭
し
、
自
ら
犯
人
で
あ
る
旨
の
虚
偽
の
供
述
を
し
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

案
に
つ
き
、
大
審
院
昭
和
八
年
一
〇
月
一
八
日
判
決
は
、
「
犯
人
力
其
ノ
発
見
逮
捕
ヲ
免
レ
ン
ト
ス
ル
ハ
人
間
ノ
至
情
ナ
ル
ヲ
以
テ

犯
人
自
身
ノ
単
ナ
ル
隠
避
行
為
ハ
法
律
ノ
罪
ト
シ
テ
問
フ
所
二
非
ス
所
謂
防
禦
ノ
自
由
二
属
ス
」
る
。
し
か
し
、
「
他
人
ヲ
教
唆
シ

テ
自
己
ヲ
隠
避
セ
シ
メ
刑
法
第
百
三
条
ノ
犯
罪
ヲ
実
行
セ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
防
禦
ノ
濫
用
二
属
シ
法
律
ノ
放
任
行
為
ト
シ
テ
干
渉

セ
サ
ル
防
禦
ノ
範
囲
ヲ
逸
脱
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
ョ
リ
被
教
唆
者
二
対
シ
犯
人
隠
避
罪
成
立
ス
ル
以
上
教
唆
者
タ

ル
犯
人
ハ
犯
人
隠
避
教
唆
ノ
罪
責
ヲ
負
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
言
ヲ
侯
タ
ス
」
と
し
た
。
こ
の
判
文
か
ら
、
教
唆
犯
成
立
の
根
拠

の
一
つ
が
共
犯
の
従
属
性
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
の
一
つ
で
あ
る
「
防
禦
ノ
濫
用
」
の
意
味
・
性
格
は
必
ず
し
も
明

　
　
　
　
　
　
　
ソ

ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
が
「
防
禦
権
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
隠
避
は
権
利
行
為
で
あ
っ
て
違
法
性
を
欠
く
が
、
権
利
行

8
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為
で
は
な
く
、
た
だ
自
己
隠
避
を
拒
否
し
え
な
い
だ
け
だ
と
解
す
れ
ば
、
自
己
隠
避
そ
れ
自
体
は
違
法
で
あ
る
が
、
責
任
が
阻
却
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
る
だ
け
の
こ
と
に
帰
す
る
。
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
最
初
の
判
断
で
あ
る
昭
和
三
五
年
七
月
一
入
日
決
定
に
お
い
て
、
「
犯
人
が

他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
た
と
き
は
、
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ

括
弧
内
に
お
い
て
判
示
す
る
に
と
ど
ま
り
、
格
別
の
理
由
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
後
の
昭
和
四
〇
年
二
月
二
六
日
決
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

昭
和
四
三
年
七
月
九
日
決
定
及
び
昭
和
六
〇
年
七
月
三
日
決
定
も
昭
和
三
五
年
決
定
を
引
用
し
て
そ
の
可
罰
性
を
肯
定
し
て
い
る
も

の
の
、
や
は
り
積
極
的
な
理
由
づ
け
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
判
示
の
方
法
は
、
最
高
裁
判
所
が
犯
人
を
教
唆
犯
と
し
て
処
罰

す
る
根
拠
を
も
含
め
て
前
掲
大
審
院
判
例
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
点
に
関
す
る
下
級
審
判
例
も
、
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
と
基
本
的
に
は
同
旨
で
あ
る
が
、
犯
人
に
つ
き
教
唆
犯
が
成
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

根
拠
と
し
て
、
右
の
理
由
の
ほ
か
、
他
人
を
教
唆
し
て
犯
罪
に
陥
れ
る
こ
と
の
責
任
を
あ
げ
る
も
の
、
ま
た
、
業
務
上
過
失
致
傷
罪

を
犯
し
た
X
が
、
他
人
Y
に
身
代
り
を
頼
ん
だ
う
え
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
Y
と
と
も
に
警
察
官
に
対
し
Y
が
運
転
者
で
あ
る
旨
虚
偽

の
陳
述
を
し
た
事
案
で
、
X
は
Y
と
共
同
し
て
自
己
を
隠
避
し
た
正
犯
で
あ
る
か
ら
不
可
罰
で
あ
る
と
の
主
張
を
排
斥
し
、
X
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ

い
て
犯
人
隠
避
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
教
唆
犯
が
成
立
す
る
に
と
ど
ま
る
と
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
二
　
犯
人
に
よ
る
証
拠
隠
滅
の
教
唆
　
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
の
刑
事
事
件
の
証
拠
を
隠
滅
さ
せ
た
場
合
も
、
判
例
は
証

拠
隠
滅
罪
が
成
立
す
る
と
す
る
こ
と
で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
最
初
の
大
審
院
判
例
で
あ
る
明
治
四
五
年
一
月
一

　
　
　
パ
ど

五
日
判
決
は
、
「
萄
モ
他
人
ノ
刑
事
被
告
事
件
二
関
ス
ル
（
証
拠
隠
滅
の
）
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
以
上
ハ
縦
令
刑
事
被
告
人
ハ
該
罪
ノ

教
唆
者
ト
シ
テ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
判
示
し
て
、
共
犯
の
従
属
性
に
よ
り
教
唆
犯
が
成
立
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
昭
和
一
〇
年

9
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ど

九
月
二
八
日
判
決
は
、
「
犯
人
自
ラ
為
シ
タ
ル
証
愚
浬
滅
ノ
行
為
ヲ
罰
ス
ヘ
シ
ト
為
ス
ハ
人
情
二
惇
リ
被
告
人
ノ
刑
事
訴
訟
二
於
ケ

ル
防
禦
ノ
地
位
ト
相
容
レ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
シ
刑
事
政
策
上
之
二
可
罰
性
ヲ
認
メ
サ
ル
モ
ノ
ニ
係
ル
」
と
判
示
し
、
期
待
可
能
性
の

問
題
と
し
つ
つ
も
、
教
唆
犯
成
立
の
根
拠
と
し
て
、
明
治
四
五
年
判
決
と
同
じ
く
共
犯
の
従
属
性
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
レ

　
他
方
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
は
、
昭
和
四
〇
年
九
月
一
六
日
決
定
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
の
刑
事

事
件
に
関
す
る
証
拠
を
偽
造
さ
せ
る
行
為
は
期
待
可
能
性
が
な
い
と
の
被
告
側
の
上
告
趣
意
に
対
し
、
「
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て

自
己
の
刑
事
被
告
事
件
に
関
す
る
証
愚
を
偽
造
さ
せ
た
と
き
は
、
刑
法
一
〇
四
条
の
証
愚
偽
造
罪
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ

あ
る
」
と
の
結
論
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
理
論
的
根
拠
を
含
め
て
大
審
院
判
例
を
踏
襲
し
た
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。

（
1
）32654）））
　
刑
集
一
二
巻
二
〇
号
一
八
二
〇
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
種
の
事
案
と
し
て
大
判
大
正
四
年
八
月
二
四
日
刑
録
二
一
輯
一
二
四

四
頁
、
大
判
大
正
八
年
四
月
一
七
日
刑
録
二
五
輯
五
六
八
頁
が
あ
る
。

　
香
川
・
前
掲
書
二
二
頁
。

　
仲
家
裁
判
官
は
、
「
防
禦
の
範
囲
の
逸
脱
」
は
、
い
わ
ゆ
る
権
利
の
濫
用
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
他
人
に
対
す
る
教
唆
は
、
も
は

や
法
の
放
任
す
る
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
期
待
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
仲
家
暢
彦
「
大
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
」
四
巻
二
九
四
頁
。
他
方
、
曽
根
教
授
は
、
こ
の
判
例
が
前
提
と
す
る
犯
人
自
身
の
蔵
匿
・
隠
避
行
為
が
防
禦
権

の
行
使
と
し
て
違
法
性
を
欠
く
と
す
る
考
え
方
は
、
犯
人
自
身
の
行
為
で
あ
っ
て
も
国
家
の
司
法
作
用
を
害
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
違

法
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
く
疑
問
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
曽
根
・
前
掲
書
三
三
二
頁
。

　
刑
集
一
四
巻
九
号
一
一
八
九
号
。

　
刑
集
一
九
巻
一
号
五
九
頁
。

　
裁
判
集
〔
刑
事
〕
一
六
八
号
一
二
一
頁
。
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裁
判
集
〔
刑
事
〕
二
四
〇
号
二
四
五
頁
。

東
京
高
判
昭
和
三
八
年
一
月
二
八
日
下
刑
集
五
巻
一
u
二
号
七
頁
。

東
京
高
判
昭
和
五
二
年
一
二
月
二
二
日
刑
裁
月
報
九
巻
一
一
雁
一
二
号
八
五
七
頁
。

刑
録
一
八
輯
一
頁
。

刑
集
【
四
巻
九
九
七
頁
。

刑
集
一
九
巻
六
号
六
七
九
頁
。

堀
江
一
夫
「
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
」
昭
和
四
〇
年
一
八
九
頁
。

四
　
最
高
裁
昭
和
六
〇
年
七
月
三
日
第
［
小
法
廷
決
定
と
谷
ロ
裁
判
官
の
反
対
意
見

東洋法学
　
次
に
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
た
と
き
に
、
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
す
る
か
否
か
の
法
律
判
断
に
つ

い
て
、
判
例
上
、
初
め
て
反
対
意
見
が
付
さ
れ
、
そ
の
後
の
論
議
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
前
掲
最
高
裁

昭
和
六
〇
年
七
月
三
日
第
一
小
法
廷
決
定
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
1
　
多
数
意
見

　
事
案
の
概
要
は
、
暴
力
団
の
親
分
X
が
最
高
時
速
四
〇
キ
ロ
の
道
路
上
を
一
〇
五
キ
ロ
の
速
度
で
運
転
・
進
行
し
た
た
め
、
警
察

が
道
路
交
通
法
上
の
最
高
速
度
違
反
の
罪
と
し
て
犯
人
を
捜
査
中
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
己
の
犯
行
が
発
覚
さ
れ
る
こ
と
及
び
逮

捕
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
る
た
め
、
配
下
の
組
員
Y
に
、
自
己
の
身
代
り
犯
人
と
し
て
警
察
署
に
出
頭
す
る
よ
う
依
頼
し
、
警
察
官
に

対
し
、
右
事
件
の
犯
人
が
Y
で
あ
る
旨
の
虚
偽
の
申
告
を
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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多
数
意
見
は
、
前
掲
最
高
裁
昭
和
三
五
年
七
月
一
八
日
第
二
小
法
廷
決
定
を
踏
襲
し
て
、
「
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠

避
さ
せ
た
と
き
は
、
刑
法
一
〇
三
条
の
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
」
で

あ
る
と
し
、
格
別
の
理
由
を
示
さ
ず
に
こ
れ
を
積
極
に
解
し
た
。

　
2
　
谷
ロ
裁
判
官
の
反
対
意
見

　
谷
口
裁
判
官
は
、
積
極
説
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
犯
人
が
自
ら
隠
避
す
る
行
為
と
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
る
行

為
と
の
間
に
は
、
法
的
評
価
に
お
い
て
自
ず
か
ら
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
弱
い
立
場
に
あ
る

配
下
の
組
員
Y
に
自
己
の
犯
し
た
罪
の
責
任
を
転
嫁
し
、
自
ら
は
罪
を
免
れ
よ
う
と
し
た
被
告
人
X
の
行
為
は
卑
劣
で
あ
る
。
が
、

こ
の
場
合
に
、
X
を
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
に
問
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
っ
て
、
や
は
り
消
極
に
解
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。
そ
し
て
、
判
例
の
あ
げ
る
も
の
は
、
第
一
に
、
被
教
唆
者
に
つ
い
て
犯
人
隠
避
罪
が
成
立
す
る
以
上
、
そ
の
実
行
を
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

唆
し
た
者
に
つ
い
て
そ
の
教
唆
犯
が
成
立
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
、
第
二
に
、
犯
人
の
防
禦
権
の
濫
用
を
理
由
と

　
　
　
ハ
と

す
る
も
の
と
の
二
つ
で
あ
る
が
、
判
例
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
し
も
説
明
の
尽
く
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
し
、
次
の

よ
う
に
反
論
す
る
。
先
ず
「
犯
人
が
自
ら
隠
避
す
る
行
為
は
、
犯
人
の
防
禦
の
自
由
に
属
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
い
う

自
ら
隠
避
す
る
行
為
と
い
う
の
は
、
犯
人
が
刑
罰
請
求
権
の
行
使
を
免
れ
る
た
め
に
す
る
一
切
の
行
為
の
う
ち
、
唯
単
に
自
ら
逃
げ

隠
れ
す
る
行
為
だ
け
に
な
ぜ
限
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
。
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
る
行
為
も

ま
た
犯
人
の
自
己
隠
避
行
為
の
一
場
合
で
は
な
い
の
か
。
前
者
が
法
律
の
放
任
行
為
と
し
て
法
の
干
渉
し
な
い
行
為
で
あ
る
の
に
、

後
者
の
場
合
は
防
禦
権
の
濫
用
と
な
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
説
明
と
し
て
聴
く
べ
き
も
の
が
な
い
。
つ
き
つ
め
て
考

12
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え
れ
ば
、
被
教
唆
者
に
つ
い
て
犯
人
隠
避
罪
が
成
立
す
る
以
上
、
そ
の
罪
を
教
唆
し
た
犯
人
に
対
し
て
同
罪
の
教
唆
犯
が
成
立
す
る

の
は
当
然
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
。
さ
ら
に
、
判
例
を
支
持
し
て
「
責
任
論
の
立
場
か
ら
犯

人
が
自
ら
隠
避
す
る
場
合
と
他
人
に
犯
人
隠
避
罪
の
罪
を
犯
さ
せ
て
ま
で
隠
避
の
目
的
を
遂
げ
る
場
合
と
で
は
情
状
が
違
い
、
前
者

の
場
合
に
は
定
型
的
に
期
待
可
能
性
が
欠
訣
す
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
も
は
や
定
型
的
に
期
待
可
能
性
が
な
い
と
す
る
説
が
あ

る
。
」
。
ま
た
、
「
行
為
の
違
法
性
を
考
え
、
『
教
唆
犯
に
は
、
他
人
の
行
為
を
利
用
し
て
犯
罪
を
実
現
す
る
と
い
う
反
社
会
性
の
ほ
か

に
、
教
唆
に
よ
っ
て
新
た
な
犯
罪
人
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
反
社
会
性
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
自
分
自
身
で
行
え
ば
、
犯
罪
に
な
ら
な

い
行
為
で
も
、
他
人
を
教
唆
し
て
そ
れ
を
実
行
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
教
唆
犯
と
し
て
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
』
と
い
う
観
点
か
ら
、

犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
た
場
合
犯
人
隠
避
教
唆
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
見
解
も
あ
る
」
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

も
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
「
責
任
論
の
立
場
で
事
を
論
ず
る
と
す
れ
ば
、
し
ょ
せ
ん
見
解
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、

教
唆
犯
が
新
た
な
犯
罪
人
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
い
わ
ば
正
犯
に
加
算
さ
れ
た
反
社
会
性
と
い
う
こ
と
を
間
題
に
す
る
と
す
れ
ば
、

教
唆
犯
が
そ
の
よ
う
に
二
重
に
評
価
さ
れ
る
所
以
を
理
解
し
難
い
ば
か
り
で
な
く
、
教
唆
犯
を
正
犯
に
準
ず
る
（
刑
法
六
一
条
）
と

し
た
刑
法
の
趣
意
と
い
か
に
調
和
す
る
か
に
つ
い
て
も
問
題
を
残
す
で
あ
ろ
う
。
」
。
そ
し
て
最
後
に
、
犯
人
隠
避
罪
は
、
行
為
定
型

と
し
て
「
蔵
匿
し
、
隠
避
さ
せ
る
者
と
蔵
匿
・
隠
避
さ
れ
る
犯
人
の
両
者
を
関
与
形
態
と
し
て
予
定
し
、
し
か
も
同
罪
が
成
立
す
る

に
つ
い
て
は
、
後
者
か
ら
前
者
へ
の
働
き
か
け
を
す
る
の
が
通
常
の
事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
立
法
事
実
と
し
て
も
当
然
そ
の
よ

う
な
事
態
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
に
、
刑
法
は
前
者
に
つ
い
て
の
み
処
罰
規
定
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
件
は
ま

さ
に
右
の
通
常
の
事
態
に
あ
た
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
対
向
的
必
要
的
共
同
正
犯
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
法
が
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一
方
の
関
与
行
為
者
の
み
を
処
罰
し
て
い
る
場
合
、
他
方
の
関
与
者
は
不
処
罰
と
し
た
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
る
思
考
形
式
が
こ
こ
で

も
あ
て
は
ま
る
。
」
と
し
た
。

　
要
す
る
に
、
谷
口
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
①
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
る
こ
と
も
、
犯
人
が
自
分
で

自
分
を
蔵
匿
・
隠
避
す
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
防
禦
の
自
由
の
範
囲
に
あ
る
。
②
こ
の
場
合
に
、
お
よ
そ
期
待
可
能
性
が
あ
る
か

な
い
か
と
い
う
の
は
見
解
の
違
い
で
し
か
な
い
．
③
さ
ら
に
、
新
し
い
犯
罪
人
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
反
社
会
性
が
あ
る
と
い
う
の

も
、
果
し
て
刑
法
の
趣
意
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。
④
犯
人
隠
避
罪
は
必
要
的
共
犯
の
一
つ
で
あ
る
対
向
犯
の
う
ち
、
蔵
匿
・
隠

避
す
る
行
為
の
み
が
処
罰
さ
れ
、
こ
れ
と
向
か
い
あ
っ
て
い
る
片
方
の
蔵
匿
・
隠
避
さ
れ
る
行
為
は
処
罰
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
て
も
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る

が
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
配
下
の
組
員
Y
を
X
の
身
代
り
犯
人
に
仕
組
ん
だ
X
の
卑
劣
な
行
為
は
、
「
道
路
交
通
法
違
反
罪
の
犯

人
と
し
て
被
告
人
を
処
罰
す
る
場
合
の
悪
し
き
情
状
と
し
て
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
」
と
し
た
点
に
あ
る
。

（
1
）
　
谷
口
裁
判
官
は
、
参
照
判
例
と
し
て
証
葱
浬
滅
罪
（
現
行
は
証
拠
隠
滅
罪
）
の
教
唆
犯
の
成
立
を
肯
定
し
た
前
掲
大
審
院
昭
和
一
〇

　
年
九
月
二
八
日
判
決
を
引
用
す
る
。

（
2
）
　
谷
口
裁
判
官
は
、
（
1
）
と
同
じ
く
参
照
判
例
と
し
て
犯
人
隠
避
罪
の
教
唆
犯
の
成
立
を
肯
定
し
た
前
掲
大
審
院
昭
和
八
年
一
〇
月

　
　
一
八
日
判
決
を
引
用
す
る
。
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五
　
私

見

　
判
例
は
一
貰
し
て
積
極
説
を
採
り
、
学
説
上
争
い
の
あ
る
犯
人
に
よ
る
犯
人
隠
避
・
証
拠
隠
滅
の
教
唆
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
谷
口
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
即
し
つ
つ
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
1
　
自
己
隠
避
の
教
唆

　
一
　
期
待
可
能
性
・
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
　
先
ず
、
谷
口
裁
判
官
が
判
例
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
第
一
点
は
、
被
教
唆
者
に
つ
い

て
犯
人
隠
避
罪
が
成
立
す
る
以
上
、
そ
の
実
行
を
教
唆
し
た
者
に
つ
い
て
犯
人
隠
避
教
唆
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
犯
は
独
立
し
た
犯
罪
性
を
有
せ
ず
、
正
犯
の
可
罰
性
を
借
用
し
て
は
じ
め
て
可
罰
的
に
な
る
と
す
る

　
　
　
　
パ
と

共
犯
借
受
説
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
い
か
な
る
共
犯
者
も
他
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

が
可
罰
的
行
為
を
な
し
た
こ
と
か
ら
処
罰
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
犯
罪
行
為
を
な
し
た
が
ゆ
え
に
処
罰
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

共
犯
借
受
説
は
近
代
刑
法
の
個
人
責
任
の
原
則
に
反
し
、
し
か
も
法
益
侵
害
を
刑
法
の
基
本
と
考
え
る
観
念
に
も
惇
り
、
そ
し
て
、

今
日
こ
の
共
犯
借
用
説
を
採
る
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
犯
固
有
の
処
罰
根
拠
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
判
例
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
第
二
点
は
、
犯
人
の
防
禦
権
の
濫
用
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
谷
口
裁

判
官
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
犯
人
が
刑
罰
請
求
権
の
行
使
を
免
れ
る
た
め
に
す
る
一
切
の
行
為
の
う
ち
、
唯
単
に
自
ら
逃
げ
隠
れ

す
る
行
為
だ
け
に
な
ぜ
限
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
の
で
あ
る
」
。
犯
人
が
自
ら
隠
避
す
る
行
為
が
「
防
禦
の
自
由
」

に
属
し
、
「
放
任
行
為
と
し
て
法
の
干
渉
し
な
い
行
為
で
あ
る
」
の
な
ら
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
る
行
為
も
、

15
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「
犯
人
の
自
己
隠
避
行
為
の
一
場
合
」
で
あ
り
、
防
禦
の
自
由
の
範
囲
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

隠
避
す
る
行
為
も
他
人
を
教
唆
し
て
自
己
を
隠
避
さ
せ
る
行
為
も
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

犯
人
に
よ
る
犯
人
隠
避
教
唆
の
問
題
は
共
犯
が
な
ぜ
処
罰
さ
れ
る
の
か
を
正
犯
と
の
関
係
で
分
析
し
よ
う
と
す
る
共
犯
の
違
法
性
・

処
罰
根
拠
論
の
み
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
犯
人
の
発
見
・
逮
捕
を
困
難
に
す
る
行
為
が
国
家
の
刑
事
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

作
用
を
害
す
る
と
い
う
法
益
侵
害
性
は
、
誰
が
主
体
で
あ
ろ
う
と
同
様
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
法
益
侵
害
性
は
、

犯
人
が
自
ら
隠
避
し
た
場
合
の
方
が
、
他
人
を
教
唆
し
て
犯
人
を
隠
避
さ
せ
た
場
合
よ
り
も
高
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

考
と
な
る
も
の
に
旭
川
地
裁
昭
和
五
七
年
九
月
二
七
日
判
決
が
あ
る
。
事
案
は
、
監
禁
致
死
罪
の
犯
人
X
が
、
自
分
自
身
及
び
他
の

共
犯
者
の
利
益
の
た
め
共
謀
し
て
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
犯
人
隠
避
罪
と
証
拠
隠
滅
罪
の
法
益
保
護
の
具
体

的
態
様
の
相
違
か
ら
、
犯
人
隠
避
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
判
決
は
、
両
罪
の
保
護
法
益
は
、
「
抽
象
的
に
は
、

い
ず
れ
も
国
家
の
刑
事
司
法
作
用
で
あ
る
が
、
同
法
一
〇
四
条
の
証
悪
浬
滅
罪
は
他
人
の
刑
事
被
告
事
件
に
関
す
る
証
悪
の
完
全
な

利
用
を
妨
げ
る
罪
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
法
一
〇
三
条
の
犯
人
蔵
匿
・
隠
避
罪
は
犯
人
を
庇
護
し
て
当
該
犯
人
に
対
す
る
刑
事
事
件

の
捜
査
、
審
判
及
び
刑
の
執
行
を
直
接
阻
害
す
る
罪
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
法
益
保
護
の
具
体
的
な
態
様
の
相
違
に
着
目
す
る
」

こ
と
に
よ
り
、
共
犯
者
で
あ
る
犯
人
自
身
の
刑
事
被
告
事
件
に
お
け
る
刑
執
行
の
客
体
た
る
者
を
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
刑
の
執
行
を
直

接
阻
害
す
る
行
為
は
、
「
も
は
や
防
禦
と
し
て
放
任
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
己
の
刑
事
被
告
事

件
の
証
悪
浬
滅
と
し
て
の
側
面
を
も
併
有
す
る
こ
と
が
、
一
般
に
期
待
可
能
性
を
失
わ
せ
る
事
由
と
は
な
り
え
な
い
」
と
し
た
の
で

あ
る
。
問
題
は
、
本
件
判
決
の
い
う
「
法
益
保
護
の
具
体
的
態
様
の
相
違
」
と
は
何
か
で
あ
る
。
犯
人
隠
避
罪
は
犯
人
自
身
を
蔵
匿
・

16
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ハ
ヱ

隠
避
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
人
の
存
在
を
前
提
と
す
る
証
拠
隠
滅
罪
よ
り
も
「
法
益
侵
害
の
程
度
が
重
大
」
で
あ
る
趣
旨
と
も
、

犯
人
隠
避
罪
は
刑
事
司
法
作
用
へ
の
「
直
接
的
な
」
法
益
侵
害
で
あ
る
の
に
対
し
、
証
拠
隠
滅
罪
は
「
間
接
的
な
」
法
益
侵
害
で
あ

パ
　
マる
趣
旨
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
間
接
的
」
で
「
軽
い
」
法
益
侵
害
で
あ
る
証
拠
隠
滅
罪
に
お
い
て
期

待
可
能
性
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
「
直
接
的
」
で
「
重
い
」
法
益
侵
害
で
あ
る
犯
人
隠
避
罪
に
お
い
て
期
待
可
能
性
が
な
い
と
は

言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
両
罪
の
相
違
を
法
益
侵
害
に
つ
い
て
の
「
直
接
性
、
重
大
性
」
と
「
間
接
性
、
軽
微
性
」
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
は
、

両
罪
の
法
定
刑
が
「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ
る
点
で
全
く
差
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ

区
別
は
事
実
上
あ
る
い
は
事
案
上
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
保
護
法
益
及
び
法
定
刑
を
根
拠
に
犯

罪
類
型
上
の
区
別
を
否
定
す
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
窃
盗
罪
（
刑
法
二
一
二
五
条
）
と
財
物
に
対
す
る
詐
欺
罪
（
同
法
二
四
六
条
一
項
）

又
は
恐
喝
罪
（
同
法
二
四
九
条
一
項
）
が
と
も
に
「
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
」
こ
と
の
説
明
に
窮
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
本
件
判
旨
は
基
本
的
に
は
妥
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
刑
事
司
法
作
用
を
直
接
阻
害
す
る
罪
で
あ
る
犯
人

隠
避
罪
に
お
い
て
も
、
他
人
を
介
し
て
隠
避
を
実
行
さ
せ
る
教
唆
の
方
が
法
益
侵
害
は
間
接
的
で
、
犯
罪
と
し
て
の
犯
情
は
軽
微
だ

と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
直
接
に
法
益
を
侵
害
す
る
こ
と
に
期
待
可
能
性
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
間
接
に
法
益
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
一
層
期
待
可

能
性
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
が
、
期
待
可
能
性
が
あ
る
か
な
い
か
の
議
論
は
多
分
に
感
じ
方
の
問
題
で
あ
り
、
し
ょ
せ
ん
水

　
　
パ
　

掛
け
論
な
い
し
見
解
の
相
違
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
「
正
犯
の
刑
を
科
す
る
」
教
唆
犯
（
刑
法
六
一
条
一
項
）
は
、
犯

17
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人
が
自
ら
実
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
教
唆
犯
と
し
て
も
不
可
罰
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
他
人
を
罪
に
陥
れ
た
か
ら
情
状
が
重
い
」
と
は
言
い
う
る
と
し
て
も
、
「
他
人
を
罪
に
陥
れ
た
か
ら
適
法
行
為
の
期
待
可
能
性
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ

じ
る
」
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
他
人
を
教
唆
し
て
隠
避
を
さ
せ
る
行
為
が
防
禦
の
自
由
の
範
囲
に
属
し

違
法
性
が
な
い
と
解
す
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
期
待
可
能
性
の
判
断
に
か
か
ら
し
め
た
場
合
で
も
、
教
唆
犯
の
成
否
は
共
犯
の
処
罰

根
拠
と
の
関
係
で
分
析
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

　
そ
し
て
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
と
し
て
、
共
犯
の
違
法
性
と
正
犯
の
違
法
性
と
に
質
的
な
差
異
が
な
く
、
量
的
な
差
異
が
あ
る
も

の
と
考
え
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
、
正
犯
と
し
て
期
待
可
能
性
が
な
け
れ
ば
共
犯
と
し
て
の
期
待
可
能
性
が
な
い
と
い
う
結
論
を
導

く
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
極
説
は
、
「
共
犯
者
は
正
犯
者
と
と
も
に
犯
罪
結
果
を
惹
起
し
た
（
た
だ
し
、
正
犯
は
直
接

的
に
、
共
犯
は
間
接
的
に
）
の
で
処
罰
さ
れ
る
」
と
す
る
純
粋
惹
起
説
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
人
が
自
ら
隠
避

し
直
接
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
ら
期
待
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
的
に
法
益
を
侵
害
す
る
に
す
ぎ
な
い

共
犯
は
、
よ
り
一
層
期
待
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
発
想
の
背
後
に
は
、
法
目
国
家
は
、
前
者
で
す
ら
期

待
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
は
、
よ
り
一
層
容
易
に
期
待
を
断
念
し
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
期
待
可
能
性
の
標
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ

つ
い
て
の
国
家
標
準
説
的
発
想
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
他
方
、
「
共
犯
は
、
正
犯
が
法
益
を
侵
害
す
る
の
に
加
担
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、
共
犯
の
違
法
性
は
共
犯
行
為
自
体
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
正
犯
行
為
の
違
法
性
に
も
と
づ
く
の
で
処
罰
さ
れ
る
」
と
す
る
修
正
惹
起
説
（
従
属
性
指
向
の
惹
起
説
）
に
よ
れ
ば
、

違
法
の
連
帯
性
を
貫
徹
す
る
の
で
、
正
犯
に
と
っ
て
違
法
な
結
果
が
惹
起
さ
れ
れ
ば
、
共
犯
者
も
違
法
と
な
り
共
犯
の
責
任
の
捉
え

18
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ハ
ど

方
も
異
な
り
、
積
極
説
に
お
も
む
く
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
に
、
「
共
犯
者
は
、
正
犯
を
と
お
し
て
法
益
を
侵
害
し
た
た
め
で
は
な
く
、
正
犯
者
を
堕
落
さ
せ
、
罪
責
と
刑
罰
に
陥
れ
た

の
で
処
罰
さ
れ
る
」
と
す
る
責
任
共
犯
説
あ
る
い
は
「
共
犯
者
は
、
正
犯
者
を
犯
罪
に
は
し
ら
せ
、
正
犯
者
の
反
社
会
的
な
状
態
を

惹
起
し
、
社
会
の
平
和
を
乱
し
た
の
で
処
罰
さ
れ
る
」
と
か
「
共
犯
者
は
、
正
犯
の
実
行
行
為
を
惹
起
し
た
が
ゆ
え
に
処
罰
さ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
パ
を

と
す
る
不
法
共
犯
説
に
よ
れ
ば
、
共
犯
の
違
法
性
は
正
犯
の
違
法
性
と
質
的
に
異
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
正
犯
と
し
て
類
型
的
に
期

待
可
能
性
が
な
く
て
も
、
正
犯
の
場
合
と
別
個
の
違
法
内
容
に
つ
い
て
の
期
待
可
能
性
が
問
題
と
な
り
、
適
法
行
為
へ
の
期
待
可
能

性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
の
結
論
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
純
粋
惹
起
説
を
も
っ
て
妥
当
と
解
す
る
。

　
責
任
共
犯
説
・
不
法
共
犯
説
は
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
を
、
正
犯
行
為
な
い
し
は
正
犯
者
と
の
関
係
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
行
為
無

価
値
論
的
な
共
犯
論
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
責
任
共
犯
説
の
解
釈
論
的
帰
結
は
、
可
罰
性
借
用
説
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
と

　
パ
を
な
る
。
ま
た
、
不
法
共
犯
説
は
、
法
益
侵
害
と
い
う
側
面
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
点
は
不
法
要
素
と
捉
え
た
犯
罪
へ

の
誘
惑
要
素
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
惹
起
説
は
、
刑
法
の
謙
抑
性
を
強
調
し
、
刑
法
の
任
務
を
法
益
の
保
護
に
求
め

る
結
果
無
価
値
論
的
な
共
犯
論
の
立
場
か
ら
の
帰
結
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
純
粋
惹
起
説
は
違
法
の
相
対
性
、
す
な
わ
ち
違
法
の
個

別
的
把
握
を
肯
定
し
、
共
犯
は
正
犯
と
と
も
に
結
果
を
惹
起
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
の
に
対
し
、
修
正
惹
起
説
は
、
違
法
の
相
対
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

を
否
定
し
、
共
犯
は
正
犯
と
と
も
に
違
法
な
結
果
を
惹
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
　
対
向
犯
論
　
谷
口
裁
判
官
が
最
後
に
論
じ
て
い
る
対
向
的
必
要
的
共
同
正
犯
の
問
題
は
、
右
の
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
の
態
度
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決
定
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
充
す
る
意
味
し
か
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
犯
人
隠
避
罪
が
対
向
犯
で
あ
る
と
し
て
も
、
定
型
的
に
予
想
さ
れ
る
関
与
行
為
は
共
犯
と
し
て
も
処
罰
し
な
い
の
が

立
法
者
の
意
思
で
あ
る
と
い
う
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
向
的
関
係
に
あ
る
行
為
の
う
ち
蔵
匿
・
隠
避
の
み
処
罰
規
定
が
あ
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

実
質
的
根
拠
か
ら
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
「
蔵
匿
・
隠
避
さ
せ
る
」
行
為
に
は
責
任
が
な
い
た
め
正
犯
と
し
て
の
処
罰
規
定
を
置
い
て
い
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ

を
「
蔵
匿
・
隠
避
す
る
」
行
為
へ
の
共
犯
と
し
て
も
処
罰
し
な
い
趣
旨
か
否
か
は
、
定
型
的
関
与
か
否
か
で
は
な
く
、
共
犯
の
違
法

性
・
責
任
の
問
題
に
帰
着
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
2
　
証
拠
隠
滅
の
教
唆

　
本
罪
は
、
犯
人
隠
避
罪
と
異
な
り
、
専
ら
犯
人
庇
護
的
な
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
犯
人
に
有
利
な
証
拠
の
隠
滅
も
考
え
ら
れ
る
が
、

犯
人
が
自
ら
行
う
隠
滅
行
為
は
、
不
利
な
証
拠
の
隠
滅
が
定
型
的
な
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
類
型
的
に
期
待
可
能
性
が
な

く
、
こ
の
点
は
犯
人
隠
避
罪
と
同
じ
論
理
で
処
理
し
て
よ
い
。
消
極
説
が
妥
当
で
あ
る
。

（
1
）
　
共
犯
借
受
説
な
い
し
可
罰
性
借
用
説
は
、
わ
が
国
で
は
泉
二
博
士
、
山
岡
博
士
等
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
強
力
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で

　
あ
る
。
泉
二
新
熊
「
改
正
日
本
刑
法
論
」
三
五
一
頁
以
下
、
山
岡
萬
之
助
「
刑
法
原
理
全
」
（
訂
正
増
補
一
七
版
）
二
三
四
頁
。

（
2
）
ω
凶
＆
ぎ
ひ
q
あ
冨
富
魯
什
一
一
。
冨
⊆
且
ω
欝
甘
3
N
Φ
ω
ω
二
巴
Φ
＞
浮
彗
色
琶
鵯
P
ω
巳
‘
一
。
昼
ψ
ω
ミ
。

（
3
）
　
斉
藤
教
授
は
、
谷
口
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
犯
人
に
よ
る
自
己
隠
避
は
防
禦
の
自
由
の
範
囲
内
に
あ
り
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
か

　
　
ら
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
う
い
う
方
向
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
斉
藤
誠
二
「
特
別
講
義
刑
法
」
三
〇
〇
頁
．
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　　B
な
お
、
高
橋
教
授
も
ま
た
、
防
禦
権
の
行
使
と
し
て
適
法
行
為
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
と
し
、
と
す
れ
ば
、
犯
人
隠
避
の

教
唆
の
問
題
は
共
犯
の
違
法
性
・
処
罰
根
拠
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
高
橋
則
夫
・
前
掲
犯
人
隠
避
の
教
唆
七
五
頁
。

　
山
中
敬
一
「
『
共
犯
の
処
罰
根
拠
』
論
」
刑
法
雑
誌
二
七
巻
一
号
二
二
九
頁
。
な
お
大
越
義
久
「
共
犯
の
処
罰
根
拠
」
六
二
頁
以
下
。

　
酒
井
安
行
「
犯
人
蔵
匿
罪
」
岡
野
光
雄
編
著
・
刑
法
演
習
H
各
論
二
四
六
頁
。
な
お
森
本
益
之
「
共
犯
者
に
よ
る
犯
人
蔵
匿
等
の
成

否
」
判
例
評
論
二
九
五
号
六
七
頁
参
照
。

　
刑
月
一
四
巻
九
号
七
一
三
頁
。

　
植
松
・
前
掲
書
四
九
頁
。

　
森
本
・
前
掲
判
例
評
論
六
七
頁
。

　
高
橋
則
夫
「
共
犯
者
に
よ
る
犯
人
蔵
匿
罪
の
成
否
」
刑
法
判
例
百
選
H
各
論
（
第
三
版
）
二
二
七
頁
。

　
酒
井
安
行
・
前
掲
論
文
二
四
八
頁
。
な
お
、
酒
井
教
授
は
、
期
待
可
能
性
の
有
無
を
、
正
犯
と
し
て
の
期
待
可
能
性
の
対
象
と
共
犯

の
そ
れ
と
の
質
的
異
同
と
い
う
観
点
で
分
析
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
議
論
を
水
掛
論
か
ら
脱
出
さ
せ
る
試
み
と
し
て
評
価
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
。
同
論
文
二
五
〇
頁
。

　
前
田
雅
英
・
刑
法
演
習
講
座
四
八
七
頁
。

　
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
に
つ
い
て
は
、
大
越
・
前
掲
書
が
詳
し
い
。
ま
た
、
香
川
達
夫
「
共
犯
の
処
罰
根
拠
」
参
照
。
な
お
、
共
犯
の

中
に
共
同
正
犯
を
含
む
の
か
、
学
説
の
分
類
を
ど
う
考
え
る
の
か
を
含
め
て
争
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

　
酒
井
・
前
掲
論
文
二
四
九
頁
。

　
斉
藤
教
授
及
び
高
橋
教
授
は
、
積
極
説
に
至
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
（
斉
藤
・
前
掲
書
三
〇
一
頁
。
高
橋
・
前
掲
犯
人
隠
避
の
教
唆

七
五
頁
）
の
に
対
し
、
酒
井
教
授
は
修
正
惹
起
説
で
は
、
共
犯
違
法
は
正
犯
違
法
（
自
己
蔵
匿
の
違
法
）
と
同
一
で
あ
る
以
上
こ
こ
で

も
や
は
り
期
待
不
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
と
さ
れ
る
（
酒
井
・
前
掲
論
文
二
四
九
頁
）
が
、
消
極
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
大
越
義
久
教
授
は
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
に
つ
い
て
は
、
「
責
任
共
犯
説
」
「
社
会
的
完
全
性
侵
害
説
」
「
行
為
無
価
値
惹
起
説
」
「
修
正

さ
れ
た
惹
起
説
」
及
び
「
純
粋
な
惹
起
説
」
の
五
つ
の
見
解
に
分
け
、
違
法
共
犯
論
に
社
会
的
完
全
性
侵
害
説
、
行
為
無
価
値
惹
起
説
、

修
正
さ
れ
た
惹
起
説
が
対
応
す
る
と
い
う
。
不
法
共
犯
説
は
こ
こ
に
い
う
社
会
的
完
全
性
侵
害
説
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
越
・

前
掲
書
六
七
頁
。
な
お
大
塚
　
仁
「
刑
法
の
焦
点
H
（
共
犯
）
」
三
〇
頁
参
照
。
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（
1
6
）

（
1
7
）

　
理
論
上
、
例
え
ば
、
教
唆
の
未
遂
、
未
遂
の
教
唆
は
可
罰
的
で
あ
る
が
、
共
犯
の
概
念
上
前
提
と
な
る
正
犯
の
行
為
は
、
構
成
要
件

に
該
当
す
る
違
法
で
か
つ
有
責
な
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
極
端
従
属
性
説
に
結
び
つ
く
等
が
帰
結
さ
れ
る
。
大
越
・
前
掲

書
九
二
頁
。
大
越
・
前
掲
書
一
二
五
頁
。

　
平
野
龍
一
・
「
刑
法
総
論
H
」
三
八
O
頁
。

六
　
犯
人
の
親
族
に
対
す
る
犯
人
隠
避
・
証
拠
隠
滅
滅
の
教
唆

　
刑
法
一
〇
五
条
は
、
犯
人
（
又
は
逃
走
者
）
の
親
族
が
こ
れ
ら
の
者
の
利
益
の
た
め
犯
人
隠
避
罪
又
は
証
拠
隠
滅
罪
を
犯
し
た
と

き
は
、
「
そ
の
刑
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
親
族
に
よ
る
犯
罪
の
特
例
を
定
め
る
。
も
っ
と
も
昭
和
二
二
年
の
改

正
前
は
、
本
規
定
は
「
罰
セ
ス
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
「
親
族
互
二
相
扶
ケ
相
憐
ム
ハ
人
情
ノ

自
然
ニ
シ
テ
斯
ノ
如
キ
場
合
ヲ
モ
処
罰
ス
ル
ハ
酷
二
失
ス
ル
嫌
ア
ル
ヲ
以
テ
寛
假
し
て
庇
護
ノ
自
由
ヲ
認
メ
タ
」
も
の
で
あ
る
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

（
大
判
昭
和
八
年
一
〇
月
一
八
日
）
、
犯
罪
の
成
否
に
つ
い
て
、
「
刑
事
政
策
上
犯
人
自
身
力
自
己
ノ
犯
罪
ノ
証
愚
ヲ
潭
滅
ス
ル
ト
同
シ

ク
証
愚
浬
滅
罪
ノ
特
別
構
成
要
件
ヲ
具
備
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
之
ヲ
可
罰
行
為
外
二
放
任
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

（
大
判
昭
和
九
年
一
一
月
二
六
日
）
と
し
て
、
犯
罪
自
体
そ
の
も
の
が
成
立
し
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
刑
事
学
的
意
味
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

「
父
は
子
の
た
め
に
隠
し
、
子
は
父
の
た
め
に
隠
す
こ
と
、
直
き
こ
と
そ
の
中
に
あ
り
」
と
い
う
儒
教
思
想
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、

親
族
に
よ
る
犯
人
隠
避
や
証
拠
隠
滅
は
正
し
い
行
為
と
す
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
規
定
へ
の
改
正
は
、
国
家

の
刑
事
司
法
に
対
す
る
協
力
と
い
う
公
民
的
倫
理
を
親
族
の
庇
護
と
い
う
家
族
的
倫
理
よ
り
も
優
先
さ
せ
た
こ
と
に
基
づ
く
。
ま
た
、
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パ
ゑ

そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
期
待
可
能
性
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
責
任
の
低
減
で
あ
る
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

犯
人
自
身
X
が
親
族
Y
を
教
唆
し
て
隠
避
・
証
拠
隠
滅
を
さ
せ
た
場
合
、
X
・
Y
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず

自
ら
実
行
行
為
を
し
た
Y
に
つ
い
て
は
犯
人
隠
避
罪
又
は
証
拠
隠
滅
罪
が
成
立
す
る
が
、
刑
法
一
〇
五
条
に
よ
り
刑
の
免
除
が
可
能

と
な
る
こ
と
に
争
い
が
な
い
。
問
題
は
X
の
罪
責
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
述
し
た
X
が
、
第
三
者
に
犯
人
隠
避
又
は
証
拠
隠
滅
を

教
唆
し
た
場
合
の
対
立
関
係
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。

　
積
極
説
か
ら
は
犯
人
X
に
つ
い
て
教
唆
犯
の
成
立
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
の
多
数
は
、
親
族
Y
が
刑
を
免
除
さ
れ
う
る

の
に
準
じ
て
、
犯
人
X
に
も
刑
の
免
除
の
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
積
極

説
の
前
提
と
し
た
思
考
方
法
と
矛
盾
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
犯
人
が
他
人
を
教
唆
し
て
隠
避
又
は
証
拠
隠
滅
を
犯
さ
せ
犯
罪
に
巻
き
込

む
か
ら
期
待
可
能
性
は
減
少
し
な
い
と
し
て
積
極
説
を
採
用
し
、
そ
し
て
全
く
同
じ
理
由
で
、
親
族
が
第
三
者
を
教
唆
し
て
実
行
さ

せ
た
場
合
に
は
刑
法
一
〇
五
条
適
用
否
定
説
を
採
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
犯
人
X
が
親
族
を
犯
罪
に
巻
き
込
ん
だ
場
合
も
刑

の
免
除
の
可
能
性
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
犯
人
が
処
罰
さ
れ
刑
の
免
除
の
可
能
性
も
な
い
と
す
る
と
、
著
し
く
不
合
理
な

結
論
に
至
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
刑
法
一
〇
五
条
を
準
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
積
極
説
が
よ
っ
て
立
つ
根
幹
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

る
考
え
方
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
消
極
説
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
刑
法
一
〇
五
条
準
用
の
問
題
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
　
右
か
ら
し
て
も
、
一
層

消
極
説
が
妥
当
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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　　　　　54321）））））
刑
集
一
二
巻
一
八
二
〇
頁
。

刑
集
二
二
巻
一
五
九
八
頁
。

論
語
子
路
篇
一
三
。

団
藤
・
前
掲
書
八
六
頁
、
大
塚

前
田
・
前
掲
書
四
九
二
頁
。

・
前
掲
書
六
三
三
頁
、

香
川
・
前
掲
書
一
三
五
頁
、
江
家
・
前
掲
書
四
五
頁
等
。
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